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平成 23 年 9 月 29 日 

各 位 
東京都中央区日本橋二丁目 15 番３号 
株 式 会 社 エ ス プ ー ル 
代表取締役会長兼社長 浦 上 壮 平  

（コード番号：2471） 
問い合わせ先：         
取締役管理本部担当 佐  藤  英  朗 

 
連結子会社の異動（株式譲渡）、連結子会社への債権放棄 

および特別損益計上に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社 GIM（以下「GIM」といいま

す。）の全株式を、株式会社アウトソーシングテクノロジー（以下「アウトソーシングテクノロジー」といいます。）へ

譲渡することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、GIM に対する貸付金の一部を

債権放棄することも同時に決議し、同日付けでこれを実行いたしましたので、併せてお知らせいたします。 
なお、当該譲渡により、下記のとおり特別損益を計上する予定です。 

 
記 

1. 連結子会社の異動 （株式譲渡） 
（1） 株式譲渡の理由 

GIM は、システムエンジニア派遣やシステムの受託開発サービス等のシステム事業を行っております。当

社グループは、平成 20 年 10 月 1 日付で、事業の譲受によりシステム事業を開始し、当時新規事業として

推進していた組込み系のエンジニア派遣サービスや既存のアウトソーシングサービスとの相乗効果を生み

出すべく、当社と連携して営業活動を推進してきました。 
しかしながら、GIM においては、当社グループとの事業シナジーが想定ほど得られなかったことに加え、

平成 20 年秋のリーマンショックに端を発した世界同時不況の影響等により、非常に厳しい経営環境が続き

ました。その結果、GIM は前期までに 2 期連続の赤字を計上したほか、前期末時点で 572 百万円の債務

超過となり、当社グループでの再建が非常に困難な状況になっておりました。また、今後の当社グループの

成長戦略の上でも、自社の本来の強みを活かし、より一層の拡大が期待できる事業分野に経営資源を集中

させることが重要であると考え、GIM 株式の譲渡を検討してまいりました。 
一方、譲渡先であるアウトソーシングテクノロジーが属するアウトソーシンググループは、高品質の生産ア

ウトソーシングサービスを国内大手メーカー中心に提供しているほか、研究・開発から生産部門までを一括

で受注できる体制を強化しております。特にその中でも IT・通信分野については、主要顧客であるメーカー

からの需要が増えてきており、研究・開発部門をプロジェクト単位で受託できる技術力やノウハウの向上に注

力するなど、サービスの拡充を積極的に図っております。 
GIM では、事業環境が好転し、主力の JAVA 開発を中心に案件の引き合いが増加しております。このよう

な背景のもと、資本力があり、かつ、IT・通信分野での事業拡大を指向しているアウトソーシンググループと

パートナーを組むことにより、GIM のより一層の成長が期待できると判断し、GIM の全株式をアウトソーシン

グテクノロジーへ譲渡することといたしました。 
本株式譲渡により、当社では、前期末時点で 572 百万円の債務超過であった GIM が連結除外となるた

め、重要課題であった財務基盤の安定化に一定の目処がつき、前期より取り組んできた事業構造改革が完

了いたします。今後、ビジネスソリューション事業、人材ソリューション事業に経営資源を集中し、市場拡大が

見込まれるロジスティクスアウトソーシングや障がい者雇用支援サービス、シェア拡大が見込める人材派遣

サービスを成長戦略の軸として事業拡大を図ってまいります。 
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（2） 異動の方法 
   金銭を対価とした株式譲渡方式に拠ります。 
 
（3） 譲渡する子会社の概要 

① 商 号 株式会社 GIM 
② 本 店 所 在 地 東京都品川区上大崎 2-13-17 
③ 代 表 者 代表取締役社長 浦上 壮平 
④ 事 業 内 容 システムエンジニア派遣事業およびシステム開発受託事業 
⑤ 資 本 金 1 億円 （平成 23 年 5 月 31 日現在） 
⑥ 設 立 年 月 日 平成 17 年 7 月 7 日 
⑦ 大株主および持株比率 株式会社エスプール 100％ 

資本関係 上記⑦のとおり 
 

人的関係 当社役員 1 名が取締役、2 名が監査役として兼務し

ています 
取引関係 金銭の貸付、システム部門の委託、管理業務の受

託、事務所設備の転貸をしています 

⑧ 当社と当該会社との関係 

関連当事者へ

の該当状況 
同社は、当社の連結子会社であります 

⑨ 最近 3 ヶ年の経営成績および財政状態 
 平成 20 年 11 月期 平成 21 年 11 月期 平成 22 年 11 月期

純 資 産 187 百万円 31 百万円 △572 百万円

総 資 産 1,000 百万円 774 百万円 218 百万円

1 株 当 た り 純 資 産 51,474.63 円 8,651.47 円 △157,205.32 円

売 上 高 430 百万円 1,275 百万円 991 百万円

営 業 利 益 27 百万円 △212 百万円 △185 百万円

経 常 利 益 25 百万円 △226 百万円 △199 百万円

当 期 純 利 益 5 百万円 △155 百万円 △603 百万円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 1,580.96 円 △42,823.16 円 △165,856.79 円

 
（4） 株式の譲渡先 

① 商 号 株式会社アウトソーシングテクノロジー 
② 本 店 所 在 地 東京都新宿区西新宿 3-2-4 
③ 代 表 者 代表取締役社長  西山 邦也 
④ 事 業 内 容 機械・電子・電気・ソフトウェアの技術者の特定派遣及び開発請負 
⑤ 資 本 金 4 億 8,365 万円 （平成 22 年 12 月 31 日現在） 
⑥ 設 立 年 月 日 平成 16 年 12 月 7 日 
⑦ 純 資 産 32 百万円 （平成 22 年 12 月 31 日現在） 
⑧ 総 資 産 828 百万円 （平成 22 年 12 月 31 日現在） 
⑨ 大株主および持株比率 株式会社アウトソーシング 100％ 

資本関係 該当事項はありません 
人的関係 該当事項はありません 
取引関係 該当事項はありません 

⑩ 当社と当該会社との関係 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません 
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（5） 譲渡株式数および譲渡前後の所有株式の状況 

 譲渡前の所有株式数  3,640 株 （所有割合：100％） 
譲渡株式数   3,640 株 （所有割合：100％） 
譲渡金額   220 百万円 
譲渡後の所有株式数  0 株 （所有割合：0％） 
譲渡価額の算定根拠 譲渡価格については、直近の純資産、事業計画、業績等様々な要

素を総合的に勘案し、本件仲介者である株式会社日本 M&A センタ

ーの助言も参考に、最終的には当事者間において協議のうえ決定し

ております。 
 

（6） 譲渡の日程 

取締役会決議   平成 23 年 9 月 29 日 
株式譲渡契約締結日  平成 23 年 9 月 29 日 
株式譲渡日   平成 23 年 9 月 29 日 

 
2. 子会社に対する債権放棄 

（1） 債権放棄の理由 

GIM は前期末時点で 572 百万円の債務超過となっております。当社が保有する GIM の全株式をアウト

ソーシングテクノロジーに譲渡するにあたり、GIM の再建を円滑に進めていくためには、当社の債権放棄が

不可欠だと判断いたしました。 
 
（2） 債権放棄の内容 

債権の種類   ：貸付金 
放棄する債権の金額  ：630 百万円 
引当の状況   ：個別決算上、前期末時点で 484 百万円の貸倒引当金を設定済みです。 

 
3. 特別損益の計上について 
（1）個別決算 

GIM の株式譲渡により 210 百万円の関係会社株式売却益が発生しますが、GIM に対する債権放棄に

より 145 百万円（＝貸倒損失 630 百万円－貸倒引当金戻入益 484 百万円）の貸倒損失が発生します。 
 
（2）連結決算 

GIM の株式譲渡により 160 百万円の関係会社売却益を計上する予定です。なお、GIM に対する債権放

棄は連結上消去されることから損益に与える影響はありません。 
 
4. 今後の見通し 

本件が当期連結業績に与える影響については現在精査中であり、業績予想の修正が生じる場合には、

速やかに開示いたします。 
また、本件により、GIM は当社連結対象から除外される見通しです。 

 
以 上 

 


